






要約 

活動期未熟児網膜症に対して光凝固や冷凍凝固を行ったにもかかわらず,網膜全剥離を来

たした 2例 2眼に対して Pars plana vitrectomy を行い,網膜を復位せしめた。 

網膜の復位は良好であるが,生後 1才の右眼に軽度の小眼球を来たしている｡斜視はなく両

眼共追随運動は行うが将来の視力はどの程度になるかまだ不明である。今後未熟児網膜症

の網膜剥離に対して,症例の選択は留意しなければならないが,硝子体手術は一つの武器と

なるであろう。 


